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はじめに
18世紀イギリスロマン派の詩人William Wordsworthの ‘The Ruined Cottage’ は，行商人が
Margaretの悲劇を旅の詩人に語り聞かせる物語詩である。しかし，友人の Coleridgeの絶賛にもかか













批評には ‘The Ruined Cottage’ の加筆の背景にあるWordsworthの重要な思想的転換への配慮が欠け
ているからである。ゆえに，本論文では，WordsworthがMS.Dの語りに変更を加えた動機について
考察する。
‘The Ruined Cottage’ の執筆過程
MS.A，MS.B，MS.Dの執筆期間とそれぞれの原稿の内容は以下の通りである。まず，MS.Aは
1797年の 4月から 6月に執筆された。この原稿は，マーガレットの悲劇に関するおよそ 240行の
詩行である。残念ながら，MS.Aは原稿の一部が擦り切れているため，全体を把握することはでな
い。しかし，MS.AのテクストがMS.Bの 152–243行と一致することから ‘The Ruined Cottage’ の最
初の原稿であると考えられる。一方，MS.Bは 1798年の 1月から 3月にかけて執筆され，詩の冒頭，
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Part Oneと Part TwoのMargaretの会話に挿入された詩人と行商人の対話，行商人の生い立ちが新
たに書き加えられた。MS.Bの特徴は，MS.Aの内容を受け継ぎつつも，行商人の語り口に彼の感情
が描き足されたことである。MS.Dは 1799年の 2月から 11月にかけて執筆され，その後 Dorothy 
Wordsworthによって清書された。MS.Dにおいて，WordsworthはMS.Bで加筆された行商人の生い
立ちに関する詩行を削り，結びの詩行を付け加えた。
‘The Ruined Cottage’ は，Wordsworthの生前に出版されなかったため，原稿が，彼のノート，彼
と彼の友人達の手紙，Dorothy Wordsworthの日記などに散在していた。このような状況下で膨大
な資料を検証し，今日 ‘The Ruined Cottage’ として出版されている完成版テクストを決定したのは
Jonathan Wordsworthである。彼はMS.Bを過渡的な原稿とし，MS.Dを最もバランスのとれた最終
的な原稿であると主張した（Jonathan 16）。ゆえに，今日では一般的にMS.Dが完成版テクストとし
て認識されている。JonathanはMS.Dをもちいて，‘The Ruined Cottage’ の執筆過程を説明する。まず，
MS.Dは 6つのパートで構成される。
（1）the first fifty lines 
（2）the bulk of Part One 
（3）the didactic transition between Part One and Part Two 
（4）the Pedler’s visits to the cottage 
（5）the Margaret’s last years


















‘Incipient Madness’ の草稿を見るとそのことがよりはっきりとわかる（Moorman 314）。この草稿で
は，Margaretの物語の筋書きは示されるものの，女主人公に名前はなく，語り手も登場しない。お
そらく， ‘Incipient Madness’ が執筆された当時，Wordsworthは女性主人公の性格をはっきりと決め
ていなかったのだろう。このことからも，Wordsworthの関心が女主人公の内面よりも，彼女が置か
れた境遇そのものを描くことに向けられていたことが窺われる。MS.Aにおいて，この女主人公は
Margaretと名付けられるが，彼女の人間像には， ‘Incipient Madness’ と同時期に書かれた他の作品と
の類似性が認められる。 ‘Incipient Madness’ が執筆された当時，Wordsworthは ‘An Evening Walk’ と 




さらに，‘Adventures on Salisbury Plain’ と ‘The Ruined Cottage’ には構成上の類似点も見ることが










ここから，MS.Aは ‘Adventures on Salisbury Plain’ と非常に近い動機および構想のもとに執筆され
たことが推測される。‘Adventures on Salisbury Plain’ は，水夫と妻の語りが書かれたあと，妻の悲劇





‘Adventures on Salisbury Plain’ 執筆のきっかけは対仏戦争であった。Wordsworthは，1814年に
Payne Collierに宛てた手紙で，1793年のWight島で対仏戦争出撃のため停泊していた英国艦隊を目
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にし，貧民階級が戦争の災禍にさらされることに心を痛め，この詩の構想ができたと告白する（１）。















‘You will forgive me, Sir, 
But often on this cottage do I muse 
As on a picture, till my wiser mind 






















“My Friend, enough to sorrow have you given,
The purposes of wisdom ask no more;
Be wise and cheerful, and no longer read
The forms of things with an unworthy eye.
She sleeps in the calm earth, and peace is here.
I well remember that those very plumes,
Those weeds, and the high spear-grass on that wall,
By mist and silent rain-drops silvered o’er,
As once I passed, did to my mind convey
So still an image of tranquility,
So calm and still, and looked so beautiful
Amid the uneasy thoughts which filled my mind
That what we feel of sorrow and despair
From ruin and from change, and all the grief
The passing shows of being leave behind,











































そもそもWordsworthはなぜ ‘The Ruined Cottage’ の加筆を行ったのか。 ‘Adventures on Salisbury 
Plain’ にはそのことを知るカギがある。同作品は女浮浪者の過去の幸福と，貧困による没落を描いた
物語詩として，Wordsworthの他の作品にはない波乱にとんだストーリーを有する（上島 94）。しか
し，Wordsworthは 1814年の Payne Collierに宛てた手紙で，「この詩は素朴な同情心に訴えたもので，
想像力をほとんどもたないか，あるいは，欠いたものだった。」（“It was addressed to coarse sympa-











Wordsworthのこのような悲劇の描写の変化が起きた時期と， ‘The Ruined Cottage’ に加筆修正を加
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MS.Dの主題は，Margaretの悲劇に対面した行商人がどのような方法で悲劇に心理的解決を図るか
である。行商人が，「悲しみの中には /友好的な道徳の力を /しばし見出すことができ，またおそら






















具体的事実が合わさって以下の詩行（Salisbury Plain）が構想されるにいたった」1814年に Payne Collierへ
の手紙より。（Wordsworth, 334.）より引用。
引用文献リスト
Marsh, Florence. Wordsworth Imagery; A Study in Poetic Vision. New Haven: Yale UP, 1963.
Moorman, Mary. William Wordsworth, A Biography; The Early Years. 1770–1803. Oxford: Oxford UP, 1968.
Fosso, Kurot. Buried Communities: Wordsworth and the Bonds of Mourning. Albany: State U of New York P, 2004.
Wordsworth, Jonathan. The Music of Humanity. London: Nelson, 1969.
Wordsworth, William. The Poetical Works of William Wordsworth, vol.1. E. de Selincourt and Helen Darbishire, eds., 
Oxford: Clarendon Press, 1952.
ワーズワース，コールリッジ著　上島健吉編．『リリカル・バラッズ』第 3巻．研究社 1993年．
